
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 今年は、理事の定例改選の年でした。下記の通り新しい理事が承認されました。 

【新理事】（◎印は連絡委員、○印はサブ連絡委員です。） 

・［ 西 林 町 ］ ◎中井隆洋   岡上理子   後藤千佳雄   
・［ 東 林 町 ］ ◎木口俊彦   中尾友保   田中 實   井上正勝 
・［ 御 坊 町 ］ ◎橋本新三   森由紀子   兼田久美子 
・［ 堺  町 ］ ◎田守邦彦  浅野良文  和田孝雄  石田英一  赤瀬 悟 
・［南会所町］ ◎澤武 修   中林成悟   田中新之助 
・［北会所町］ ◎栁本恵三   芝本重子   芝本 薫 
・［ 富 山 町 ］ ◎嶋田 實  ○和田幸雄   京谷順子 
・［一里山町］ ◎泉 時代  橋川光司  大塚健治  北 隆之  箱田勝彦 
・［ 新 道 町 ］ ◎宮崎康造 
 
 また当日は、新理事によって新役員の選出も下記のとおりされました。 
【役 員】 
・（会  長）    橋川光司 
・（副 会 長）   嶋田 實  中林成悟  栁本恵三 
・（事務局長）    中尾友保《企画文化部会長》 
・（事務局次長）   宮崎康造 
・（会  計）    田中新之助（まもり・そだてる会／交流館）《交流館副館長》 

・（監  事）    芝本重子  箱田勝彦 
・（企画文化副部会長）森由紀子 

・（事業親睦部会長）木口俊彦 
・（事業親睦副部会長）赤瀬 悟 

・（広報協働部会長）中井隆洋《交流館館長》 
・（広報協働副部会長）和田孝雄 
 

 また各部会委員は、下記のとおりに決まりました。 
【部 会】（◎印は部会長、○印は副部会長です。） 
・企画文化部会  ◎中尾友保 〇森由紀子  岡上理子   田守邦彦  芝本薫 
          嶋田 實  橋川光司  箱田勝彦   宮崎康造   
・事業親睦部会 ◎木口俊彦 〇赤瀬 悟 後藤千佳雄 田中 實 橋本新三  

兼田久美子   浅野良文 中林成悟    澤武 修  芝本重子  
         京谷順子     北 隆之 
・広報協働部会 ◎中井隆洋 〇田中新之助 〇和田孝雄  栁本恵三 井上正勝 

石田英一  和田幸雄   大塚健治  泉 時代  
・管理運営部会 ◎橋川光司  〇栁本恵三    中井隆洋  中尾友保  
         中林成悟    田中新之助   嶋田 實   宮崎康造 
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 今回の瓦版は、会員以外の世帯にも 

 配布させていただいています！   

 

題字 / 京谷 優音
ゆうね

さん 7歳（富山町） 

 

＊瓦版は、3月・7月・11月の年 3回の発行です。 

＊本瓦版(pdf ﾌｧｲﾙ）は、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「富田林寺内町の探訪」、「じないまち交流館」からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることもできます。 

 
 

 

平
成
三
十
年
五
月
二
十
日

（
日
）
午
後
二
時
か
ら
「
き
ら

め
き
創
造
館
」
二
階
に
お
い
て

「
富
田
林
寺
内
町
を
ま
も
り
・

そ
だ
て
る
会
」
の
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
き
ら
め
き
創
造

館
で
の
開
催
は
今
回
が
初
め
て

で
す
。 

 

当
日
は
、
多
田
市
長
を
は
じ

め
、
鈴
木
府
議
会
議
員
、
草
尾
市

議
会
議
長
、
さ
ら
に
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
審
議
会
委
員
の
遠
藤

市
議
会
議
員
、
同
京
谷
市
議
会
議

員
、
芝
本
教
育
長
に
来
賓
と
し
て

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

な
お
、
当
日
の
参
加
世
帯
数

は
、
六
十
世
帯
（
委
任
状
一
六
四

世
帯
）
で
し
た
。 

 

 

 

 

総
会
は
、
橋
川
会
長
の
挨
拶
に

始
ま
り
、
来
賓
の
多
田
市
長
、
草

尾
市
議
会
議
長
、
鈴
木
府
議
会
議

員
に
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
吉
村
府
議
会
議
員
か

ら
は
、
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
来
賓

の
方
々
の
紹
介
の
後
、
本
年
度
の

議
事
に
移
り
、
平
成
二
十
九
年
度

の
事
業
報
告
や
会
計
報
告
（
じ
な

い
ま
ち
交
流
館
会
計
を
含
む
）
な

ら
び
に
平
成
三
十
年
度
の
事
業
計

画
や
会
計
予
算
（
じ
な
い
ま
ち
交

流
館
会
計
を
含
む
）が
審
議
さ
れ
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
き
ら
め
き
創
造
館
お

よ
び
隣
接
す
る
市
消
防
団
第
一
分

団
車
庫
の
見
学
会
が
開
催
さ
れ
、

本
年
度
の
総
会
は
全
て
終
了
し
ま

し
た
。 

 

 

 

   

 

新理事・役員・部会委員の紹介（順不同） 

 

今年の「寺内町清掃」は、 
９月２日（日）に開催します！ 

詳細は別途お知らせいたします。 

今年の「寺内町月見コンサート」は、 
９月２３日（日・祝）に開催します！ 

詳細は別途お知らせいたします。 

 

 

八
月
一
日
～
八
月
五
日 

 
 

加
藤
り
つ
子 

 
 
 
 
 

 

ビ
オ
ト
ー
プ
作
品
展 

 

八
月
七
日
～
八
月
三
十
日 

 
 

 

角
柿
輝
美      

 
 
 
 

ち
り
め
ん
細
工 

 

九
月
一
日
～
十
五
日 

 
 

 

ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
サ
フ
ラ
ン 

ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
展 

 

九
月
十
六
日
～
三
十
日 

     

松
田
全
弘                 

写
真･

絵
画
展
示 

 

十
月
二
日
～
十
四
日 

 
 

湯
山
ク
リ
ス
タ
・
マ
リ
ア    

写
真
展
示 

 

十
月
十
六
日
～
三
十
日 

 
 

 

南
河
内
退
職
教
職
員
の
会 

書･

絵
画･

写
真
等
作
品
展 

 

十
一
月
一
日
～
十
五
日 

 
 

や
ま
さ
き
た
か
し
＆
る
な 

 

イ
ラ
ス
ト
原
画
展 

 

十
一
月
十
六
日
～
三
十
日 

 
 

 

く
す
の
き
塾 

 
 
 
 
 

水
彩
画
作
品
展  

 

今年の「寺内町燈路」は、 
８月２5 日（土）に開催します！ 

 寺内町燈路も今年で１5年目を迎えます。今年は８月２５日（土）に開催します。希望

者には、８月１日（水）より、じないまち交流館にて一基１２００円で行灯をお分けしま

す。詳しくは、じないまち交流館（TEL0721-26-0110）へお問い合わせください。 

富田林じないまち 
  ボランティアガイド 会員募集！! 
 大阪府内唯一、国の重要伝統的建造物群保存地区、昔ながらのたたず

まいが残る歴史的な町並みを、多くの皆様に知って頂きまた後世に伝え

て行きませんか。 

富田林寺内町に在住または勤務されている皆様方を対象に、ボランテ

ィアガイド会員を募集しております（ガイド資料は用意しております）。 

詳しくは､じないまち交流館(☎0721-26-0110)までお問合せ下さ

い。        富田林じないまちボランティアガイドの会 

http://www.sozai-library.com/sozai/768
http://www.sozai-library.com/sozai/768
http://www.sozai-library.com/sozai/768
http://www.sozai-library.com/sozai/768


こんにちは!  笑顔であいさつ  歓迎を 

 

 

 

 

 

 

春
の
訪
れ
を
感
じ
る
平
成
三
十
年
三
月

十
八
日
（
日
）。
朝
か
ら
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、

ま
も
り
・
そ
だ
て
る
会
の
理
事
・
会
員
見

学
会
の
一
行
二
十
五
人
を
乗
せ
た
貸
切
バ

ス
は
、
奈
良
県
高
取
町
を
目
指
し
富
田
林

駅
北
側
ロ
ー
タ
リ
ー
を
出
発
。
山
を
越
え
、

一
時
間
足
ら
ず
で
最
初
の
訪
問
地
・
壺
阪

寺
に
到
着
し
ま
し
た
。
壺
阪
寺
（
正
式
名

称
：
壺
阪
山
平
等
王
院
南
法
華
寺
）
は
高

取
山
の
中
腹
に
あ
り
、
西
国
三
十
三
ヶ
所

の
第
六
番
札
所
に
な
り
ま
す
。 

寺
の
起
こ
り
は
、
大
宝
三
年(
七
〇
三)

に
元
興
寺
の
弁
基
上
人
が
こ
の
山
で
修
業

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
愛
用
の
水
晶
の
壺
を

坂
の
上
の
庵
に
納
め
、
感
得
し
た
像
を
刻

ん
で
祀
っ
た
の
が
始
ま
り
と
の
こ
と
で
す

（
壺
阪
寺
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）
。
境
内
に

は
仁
王
門
、
三
重
塔(

国
重
文)

、
礼
堂(

国

重
文)

、
本
堂
な
ど
が
建
ち
並
び
、
な
か
な

か
見
ご
た
え
の
あ
る
立
派
な
お
寺
で
す

が
、
壺
阪
寺
と
言
え
ば
有
名
な
の
が
人
形

浄
瑠
璃
「
壺
阪
霊
験
記
」
。
盲
目
の
夫
・
沢

市
の
開
眼
を
祈
る
妻
「
里
」
の
献
身
的
な

純
愛
が
、
沢
市
の
目
を
開
け
さ
せ
る
と
い

う
物
語
で
、
こ
の
浄
瑠
璃
の
人
気
が
壺
阪

寺
の
名
前
を
全
国
的
に
広
め
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 

大
講
堂
で
は
ち
ょ
う
ど
、
こ
れ
か
ら
訪

れ
る
「
高
取
町 

町
家
の
雛
め
ぐ
り
」
と

連
携
し
た
「
大
雛
曼
荼
羅
（
だ
い
ひ
な
ま

ん
だ
ら
）」
が
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
仏
様

と
お
雛
様
が
一
緒
に
飾
ら
れ
て
い
る
大
変

珍
し
い
展
示
で
、
次
の
訪
問
地
へ
の
期
待

が
膨
ら
み
ま
す
。 

 

 

私
自
身
、
ス
ポ
ー
ツ
に
は
縁
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
見
る
の
は
大
好

き
で
す
。
平
昌
で
行
な
わ
れ
た
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
選

手
の
活
躍
に
は
本
当
に
感
動
し

ま
し
た
。
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
ア
ス

リ
ー
ト
、
残
念
な
が
ら
メ
ダ
ル
に

届
か
な
か
っ
た
ア
ス
リ
ー
ト
。
選

手
た
ち
が
４
年
に
わ
た
る
過
酷

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
で
、
本

番
に
向
け
て
調
整
し
、
戦
っ
て
い

る
姿
に
、
私
達
は
感
動
す
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

私
の
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
の
一

つ
に
高
校
野
球
が
あ
り
ま
す
。
春

の
選
抜
も
い
い
の
で
す
が
、
地
方

大
会
を
一
つ
ひ
と
つ
勝
ち
進
ん

で
行
わ
れ
る
夏
の
甲
子
園
の
方

が
面
白
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
信

頼
し
あ
っ
た
チ
ー
ム
の
力
、
選
手

個
々
の
力
、
大
量
リ
ー
ド
さ
れ
て

も
決
し
て
諦
め
な
い
姿
、
一
つ
の

ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
全
力
で

プ
レ
ー
す
る
姿
が
感
動
を
与
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
頑
張
っ
て

い
る
人
を
テ
レ
ビ
で
見
て
い
る

と
自
分
も
な
ん
だ
か
勇
気
を
も

ら
え
る
気
が
し
ま
す
。
何
事
に
も

前
向
き
に
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と

思
う
こ
の
頃
で
す
。 

  
 
 

（
東
林
町 

井
上 

正
勝
） 

 

広
報
協
働
部
会 

部

会

長 

副
部
会
長 

副
部
会
長 

委

員 

委

員 

委

員 

委

員 

委

員 

委

員 

中

井

隆

洋 

田
中
新
之
助 

和

田

孝

雄 

大

塚

健

治 

泉

 

時

代 

柳

本

恵

三 

和

田

幸

雄 

石

田

英

一 

井

上

正

勝 

(

順
不
同) 

富田林寺内町 来訪者 歓迎キャンペーン 
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まもり・そだてる会活動報告 
  

当
初
は
知
名
度
も
活
動
資
金
も
な
い
中
、

知
恵
と
経
験
を
活
か
し
、
徐
々
に
仲
間
も
増

え
、
雛
め
ぐ
り
に
加
え
て
秋
の
「
町
家
の
案

山
子
（
か
か
し
）
め
ぐ
り
」
の
開
催
と
、
活

動
の
幅
も
広
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
ま
た
、
ス
タ
ー
ト
時
の
当
初
の
ご
苦
労
、

現
在
の
課
題
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
、「
じ

な
い
ま
ち
雛
め
ぐ
り
」
の
現
状
と
照
ら
し
合

わ
せ
、
参
加
者
同
士
、
い
ろ
い
ろ
な
気
づ
き

を
得
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
楽
し
み
に
し
て
い
た
「
や
ま
と

吉
永
」
で
の
昼
食
。
風
情
の
あ
る
古
民
家
で
、

色
と
り
ど
り
の
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
を
町
の
方

た
ち
と
お
話
し
し
な
が
ら
、
美
味
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

高
取
の
道
筋
は
一
本
道
で
高
取
山
に
向
か

っ
て
続
き
、
道
沿
い
に
飾
ら
れ
た
菜
の
花
が

春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。 

雛
め
ぐ
り
の
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
雛
の
里

親
館
で
は
一
千
体
を
超
え
る
雛
人
形
が
一
堂

に
展
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ

れ
つ
つ
、
街
角
や
店
舗
・
住
宅
に
控
え
目
に

飾
ら
れ
て
い
る
寺
内
町
の
雛
め
ぐ
り
と
の
違

い
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

今
回
の
見
学
会
で
感
じ
た
の
は
、
高
取
町

の
高
齢
者
の
皆
様
の
パ
ワ
ー
と
情
熱
で
し

た
。
手
作
り
の
餅
花
を
販
売
す
る
お
ば
あ
さ

ん
、
道
行
く
人
に
気
さ
く
に
声
を
か
け
て
甘

酒
を
売
る
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
、
休
憩
所
な
ど

を
案
内
す
る
お
じ
さ
ん
た
ち
。
１
か
月
に
も

わ
た
る
長
期
間
で
す
が
、
日
々
当
番
を
交
代

し
な
が
ら
楽
し
く
活
動
し
て
い
る
と
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

富
田
林
か
ら
意
外
に
近
い
高
取
町
。
皆
様

も
来
年
の
雛
め
ぐ
り
に
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

最
後
に
、
今
回
の
見
学
会
を
企
画
・
引
率

し
て
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
、
お
世
話

に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

（
富
山
町
・
寺
内
町
ク
ラ
シ
コ 

 
桑
平 

麻
由
子
） 

 

 

ま
も
り
・
そ
だ
て
る
会 

理
事
・
会
員
見
学
会 

〈
奈
良
県
高
取
町
・
壷
阪
寺
〉 

 

壺
阪
寺
を
後
に
し
た
バ
ス
は
奈
良
県
高

取
町
に
到
着
。 

高
取
町
は
奈
良
県
の
中
部
、
飛
鳥
の
南
側

に
位
置
す
る
歴
史
あ
る
町
で
、
古
く
か
ら
周

辺
の
人
口
集
中
を
支
え
る
地
域
と
し
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
中
世
に
日
本
三
大
山
城

（
岐
阜
県
岩
村
城
、
岡
山
県
備
中
松
山
城
）

の
１
つ
に
数
え
ら
れ
た
高
取
城
が
築
か
れ
、

江
戸
時
代
に
は
二
万
五
千
石
が
与
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
城
跡
だ
け
が
残
っ

て
い
ま
す
。 

江
戸
時
代
末
、
五
條
代
官
所
を
襲
撃
し
た

天
誅
組
の
一
団
が
高
取
城
を
目
指
し
進
撃

し
た
天
誅
組
事
件
。
富
田
林
寺
内
町
か
ら
は

仲
村
徳
治
郎
、
辻
幾
之
助
ら
が
天
誅
組
に
参

加
す
る
な
ど
、
寺
内
町
と
も
縁
が
あ
る
地
域

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

高
取
町
で
は
「
高
取
土
佐
町
並
み 

町
家

の
雛
め
ぐ
り
」
（
主
催
：
天
の
川
実
行
委
員

会 

共
催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

住
民
の
力
）
が

開
催
中
で
、
日
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

多
く
の
方
が
散
策
し
て
い
ま
し
た
。
高
取
の

雛
め
ぐ
り
は
、
富
田
林
じ
な
い
ま
ち
雛
め
ぐ

り
と
同
じ
２
０
０
７
年
に
始
ま
り
、
今
年
で

十
二
回
目
。
毎
年
三
月
一
日
か
ら
三
十
一
日

の
一
か
月
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。 町

の
見
学
途
中
に
、
こ
の
雛
め
ぐ
り
を
企

画
・
実
施
さ
れ
て
い
る
町
お
こ
し
グ
ル
ー
プ

「
天
の
川
実
行
委
員
会
」
の
野
村
幸
治
代
表

か
ら
お
話
を
伺
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

実
行
委
員
会
は
２
０
０
６
年
に
町
内
に
住

む
高
齢
者
５
人
で
結
成
さ
れ
、
「
天
の
川
」

と
い
う
名
前
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で

高
齢
者
が
自
助
、
互
助
、
共
助
し
て
活
躍
す

る
た
め
、
「
江
戸
時
代
の
町
並
み
が
残
る
街

道
を
天
の
川
に
見
立
て
、
高
齢
者
が
輝
く
町

に
」
と
の
思
い
で
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

 
 

 

 

壷阪寺 

大雛曼荼羅 

壷阪寺 

大涅槃石像 

雛の里親館 

町
家
の 

雛
め
ぐ
り 

高
取
土
佐
街
道
の 

町
並
み 

富田林寺内町が 

2017 年度「関西まちづくり賞」を受賞！！ 

 公益社団法人日本都市計画学会関西支部が審査選考する 2017 年

度「関西まちづくり賞」を富田林寺内町が受賞し、2018 年 4 月 7

日(土)に大阪市内で授賞式が開催されました。受賞式では、LLP まち

かつの佐藤康平代表が表彰状を、富田林寺内町をまもり・そだてる会

の橋川光司会長が盾を、夫々代表して受け取られました。 

詳細は、下記 URL を参照ください。 

http://www5d.biglobe.ne.jp/~heritage/20180407kansai-

machizukuri-award.html 

 

第 20回関西まちづくり賞 表彰式 

富田林寺内町 出席者一同で記念撮影 

（2018年 4月 7 日、母倉修様撮影） 

月 日 会議名 内　　　　　容

3 15 役員会
・各部会報告(瓦版69号確認、雛めぐり報告、他)
・18年度総会議案書案(会則改正、部会構成、会計関係)
・18年度交流館指定管理と19年度以降の指定管理の件

12 役員会 ・18総会案(会則改正、理事/役員、部会構成、事業計画)

26 理事会 ・18年度総会実施案、総会議案書案の検討

10 役員会 ・総会実施確認(参加者/来賓/役割分担/準備物/ｽｹｼﾞｭｰﾙ他)

総会 ※総会議案書のとおり

理事会 ・年会費徴収の件、連絡員届出の件

7 管理運営部会

・18年度交流館事業計画書(備品購入､施設改修)検討
・17年度交流館利用実績報告/検討
・19年度(指定管理1年延長時の)交流館収支計画案検討

14 役員会
・管理運営部会報告　・17年度交流館入館者数の件
・各部会年間計画　・女性交流部会設立の件

17 企画文化部会 ・伝建物保存修理事業/寺内町見学会(西林町・東林町）

24 事業親睦部会 ・会員見学会の日程を決定、行先の検討

28 企画文化部会 ・寺内町見学会/連絡協議会報告･歴史と文化継承事業検討他

3 広報協働部会 ・19年カレンダー図柄決定 ・瓦版70号確認/71号原稿の件

8 女性交流部会 ・準備会を開催

12 役員会 ・各部会報告、瓦版確認依頼、10/7理事研修会の件、他

4

5
20

6

7

 

http://www.sozai-library.com/sozai/768
http://www.sozai-library.com/sozai/768

